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駿河湾におけるホンダワラ類の植生について

林 田 文郎

東海大学海洋学部水産学科

干424清水市折戸3・20・l

Hay描 hida，F. : Sargassum vegegation in Suruga Bay， central Japan. Jpn. J. Phy'∞1. (Sorui)46: 97・103.

τ'he p問 sentresearch has aimed at surveying the number of species of sargassaceous algae and their horizontal岨 d

verti回 1dis凶butionin Suruga Bay， in血ePacific co田tof田ntr叫Japan.百lefield survey was made during血eperiod 

from 1975 to 1984. Sampling was ∞nducted most1y for the mon也sof April， May and June of the y曲目，using SCUBA 

divingt田 h岨que.Tweoty s戸坦i目。fsargassaceous a1gae were r目。'gnizedin血.eBay.羽田speciesabundance was most 

notab1e in the area田'Ound血eco田 tof the southem end of Izu Peninsula∞mp町もdwith 0出.erregion. 10 genera1，血e

lower limit of the range of Sargassum bed w踊 distributedat about six meter冨belowthe low water mark. Sargass回n

palenls阻 dS. piluliferum were obse刊 ωtobe dominant over a 1町'gepart of the Bay， whi1e S. crispifolium剖 dS.

duplica他mbelooging to subgenus Sa，宮田'sumwe田 on1yfound a10ng the west co田tof Izu Peninsula where血ewarm

Kuroshioc町 間ntisdom泊叩LSarg，田 sumpiluliferum g問wdown to about sixteen mete四 belowthe low water mark， 

剖 dw田 found旬 growinwat町'Sd田 per血叩 anyo血ers戸口es.
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はじめに

ホンダワラ類は，褐藻植物ヒパマタ目に属する海藻

で，漸深帯において藻場(ガラモ場)を構成し，稚仔

魚の保育場や沿岸性魚類の餌場・産卵場として重要な

役割を果たしている(飯倉 1985)。また一方では，こ

れらホンダワラ類は流れ藻を形成し，多くの重要魚類

の産卵場および稚仔魚の生育基盤ともなっている(千

田 1965)。このように，ホンダワラ類は，沿岸部にお

ける生物生産に重要な役割を果たしており，最近では

その水産資源的効用が再認識され，本邦各地において

ガラモ場の造成事業が行われている(日本水産学会

1981，月舘 1985，徳田ら 1991). 

駿河湾に産するホンダワラ類については，岡村

(1936) ，谷口(1961)，千原(1967)，林田・桜井(1969)， 

林田(1972，1981)，阿部・鈴木 (1972)，Yoshida (1983)， 

津田(1996)，横浜(1996)らの報告がみられるが，い

ずれも断片的な記載にすぎず，同湾内を広く調査対象

とし，その種類相や分布および生態について詳細に調

べられた例は皆無に等しい。そこで筆者は，駿河湾に

おけるホンダワラ類の種組成並びにその水平・垂直分

布の実態を明らかにする目的で， 1975年4月より本研

究に着手し，その後1984年にかけての6ヶ年間にわた

り調査を実施した。

本研究により，得られた成果の概要については既に

報告したが(林田 1985，Hayashida 1987) ここではそ

の詳細について報告する。

調査地の概況と方法

駿河湾は湾口部で約56km，奥行き約59kmの台形に

近い湾入水域で，その面積は約2，300km2である。そ

の海岸線は，伊豆半島南端の石廊崎から湾奥部を経て

御前崎にいたる約173kmの長さを有している。同湾の

東海岸は，岩盤や転石地帯が多くみられ，複雑に入り

くんだ海岸線から成り立っているが，湾奥部や西海岸

は砂浜地帯が多く，比較的単調な海岸線を有している

(Fig. I)。また，湾東部に比べ湾奥部から湾西部には，

富士川，安倍川や大井川などの大きな河川がみられ

る。黒潮分流は，伊豆半島南端にぶつかり，一部は伊

豆半島の西海岸に沿って駿河湾内を北上するため，湾

内は強い暖流の影響を受ける。このため，南伊豆の委

良(1975-79)，湾奥部の清水・三保(1970)および

湾西部の御前崎 (1969-71)における月平均表面水混

(Fig.2)は，冬期でもいずれも 12'C以下に下がること

はない。

本研究においては， 1975年4月より調査に着手し，

その後 1976，80， 81， 82，例年の6ヶ年聞にわたり，
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Fig. 1. Map of Suruga Bay， showing geologicaJ environments and山Lrty

印lCstations sUlVeyed. 1. lrou止i，2.N品(agi，3. lruma， 4. Mera， 5. Koura， 6 

Ochii， 7. lhama， 8. Kumomi， 9. Ishibu， 10. Iwachi， 11. Matsuzaki， 12. 

Nishina， 13. D∞呂田hima，14. Norihama， 15. Futo， 16. Ootago， 17. Armi， 

18. Kog，mwuci， 19. Koshimoda， 20. Toi， 21. Heda， 22. 0盟zaki，23.En拙 hi，

24. WakamatsLl， 25. Kuzura， 26. Senjouiwa， 27. Yui， 28. OkitSLI， 29 

M田 himune，30. Kohama， 31. Omaezaki 

駿河湾内の合計 31地点 (Fig.1) を対象として調査を

実施した。調査は各年とも 4~ 12月にかけて実施し，

とくにホンダワラ類の繁茂j切にあたる 4~ 6 月 に重点

的に行った。現場での調査は，小型船舶を使用し，ホ

ンダワラ類が多く生育している場所を選び，素i昔、 りお

よびスキューパ潜水により行った。謀場の構成磁やそ

れらの極の生育水深並びに着生基盤や下草の種類など

について記録 し，標本を採取した。なお，本文での水

傑は，すべて低潮線からの水深で表わ した。

結果および考察

本調査によって明らかにされた駿河湾産ホンダワラ

類は，ジョ ロモク属 1HLヒジキ属 l種およびホンダ

ワラ属 18種の合言1-2科3属20種であり ，その種名を，

Table 1に示した。学名はYoshida(1983)，吉田ら(1995) 

にfiEった。

各Nm査地点におけるホンダワラ類の出現状況を

Table 2に示す。それによると，秘数の最も多いのは，

南伊豆 IIfJ海域(石廊崎~ H1 ìJ~ ) であ り ，同湾で符られ

た全種数の 85% に当たる 17種が生育していた。つい

で多いのは西伊豆町海域(仁科~小下回)で，15種が

みられた。このよう に，岩絵や1117;石地荷が多い湾東部

、
4
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，

J
n
・

Table 1. A Iist of sargassaceolls algae collected in Suruga Bay 

10 
Ho. Spec I es "all・

1 ヒジキグ'/zil:il/ /vsiiorl1lis (Harvey) Okamura 

2 ジョロモヲ #yagrops 15 III)'Bgro山市'$(Turner) Fenshol t 

3 スナピキモ? Sdrg4ssv4I 411l410p/Ji1UI1I Yosh i da ct T. Konno 

4 コブヲロモヲ S. crisplfo/ivlII Yamada 

5 フタヱモヲ S. tlupノiCBtUIllJ. Agardh 

6 オオパノコギりモク S. gisBnI8ilo/iu.o Ya・ada
7 イソモヲ S. /Jt1/11ipll，ノノ'VI(Turner) C. Agardh 

B アカモヲ S. I!orndri (Turner) C. Agardh 

9 ノコギ リモク S. 414crOC4伊岬 C.Agdrdh 

10 トゲモヲ S. micracantlwlI (Kutzing) Endl icher 

11 タマハハキモヲ S. 4!vI icu/II (Yendo) Fensho I t 

12 タマナシモ? S. nipponicu/JJ Yendo 

13 ヒラネヨモウ S. OKB/JJlIrBtJ Yoshida et T. Konn。
14 ヤツマタモ~ S. pal，司'nsC. Agardh 

15 マメダワラ S. pi/u/iFdrl/AI (Turncr) C. Agordh 

16 オオパモヲ S. ringgoloiBnum Uarvov 

11 ヨレモウ S. si/iquBslru41 (IIIertens 8X Turner) C. Agardh 

18 ウミトラノオ S. Ihum歩。rgii(Mertens ex Roth) Kuntze 

19 ヨレモウモドキ S. YBI!B/l/Oloi Yosh i da 

20 エンドウモヲ S. J'dnooi Oka鋼uraot Yar・ada

海域 (伊豆半島沿岸域)で種数が多いのに対し， 岩盤

が少なく砂浜地術が多い湾問音11海域で、は少ない。ま

た，種別 に水平分布 をながめてみると，アカモク

Sargassum horneriとヤツマタモク S.patensは湾内に広

く出現しているが，ヒ ジキ Hizikiafusiformis ，イソモ

クSargassumhemiphyl1l11n ，ヒラネジモク S.OkiU1llJl<le ，ノ

コギリモク S.ll1acroωrpull1 ，ヨレモク S.siliquastrull1， 

トゲモク S.ll1icraci/J1I:!llJll1やフタエモク S.dllpliC<HlIll1は

i!Y伊豆海岸に多 くみ られる。またオオパノコギリモク

s. gig如何ifoliumやジョロモク Myagropsismyagroides 

は，湾奥音11から西部にかけて分布しており，とくに

ジョ ロモクは静岡市月1宗海岸付近のみに生育する。一
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Fig. 2. SeHsonal v山 iatiol101" surface seawaler temperature at Ihree 

stations in Suruga Bay 



Table 2. Occurrence of sargassaceous a1gae at each station surveyed in Suruga Bay. The + symbol indicates presence. 

Stati∞s surveyed 
Species lI8IIIe 

Iro.N，此Iru.l!er.Ia弘och.Iha. 111m. Ish. IllII.lIat. Nis. Doo. Nor. Fut. 0ロt.Ar乱ゐg.Iω.Toi. HecI. Ose.勘也'此Kuz.sen. Yui. Oki.l!oc. Iah.伽a

ヒジキ Hizikill fusifor/IJis + + + + + + + + + + + + + + 
ジョロモク砂.lIllropsis1fI)'lIllrOI席 S + + 
スナピキモク S8rll8SSIII118IlJf11t1plli/，岬 + + + + + + 
コプクロモク .s: cri炉 fo/il/1Jl + + + + + 

フタエモク .s: In伊/iC8tUIfI + + + + + + + 
オオパノコギリモク .s: llillllntl1ifo/ iUl1l + + + 
イソモク .s: IIt1/IJl~坊')'11，岬 + + + + + + + + + + + + + + + 
アカモク .s: 1I0rntlri + + + + + + + + + + + + + + + + 
ノコギリモク $.， 1114t:rot:8rpllll1 + + + + + + + + + + + + 
トゲモク S. lIit:r8c8nthj岬 + + + + + + + + + + + + + 

タマハハキモク .s: /lJutic，岬 + + + + + 

タマナシモク .s: n伊'PDniclNII + + + + 
ヒラネジモク S ot8.即 'rllll + + + + + + + + + + + + + + + 
ヤツマタモタ .s: p8ttlHS + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

マメダワラ .s: pi/ulifl1rUl1l + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
オオパモク .s: rinllJ1OltllIlHI/1JI + + + + + + 

ヨレモク .s: sil il1ulIstrl/1Jl + + + + + + + + + + + + + + 

ウミトラノオ .s: tllunIJtlrlliγ + + + + + + + 
ヨレモクモドキ .s: )''''''lIl11tJtoi + + + + + + + + + 

エンドウモク .s: )'tlntloi + + + + + + + + + + + + 

Irロ:Irozaki. Nak: Nakagi. Iru: Iruma. l!er:耳目.Iau:Ioura. Och:Ochii. Iha:Ihama. Kum:IumOllli. I油:Ishibu. 1m: lwachi. iat :lIatsuzaki. Nis:Nishina. Doo:加psh凪 Hぽ :Nor出血.Fut:Futo. 
0ロt:Ootago.Ara:佐官i~Iag:Ioganezはi. Kos: Koshi耐a.Toi:Toi. Hed:1!伺且.Ose:Osez広1.Ena:l!nashi. 'fak:'fw且atsu.Kuz: Iuzura. Sen: 5en抑止砥Yui:Y凶.Olii : Oki tsu. loc: lochimune. 
Iah :IaharDa.伽且:Omaezaki:
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Hizikia fusiformis 

Myagropsis mylσgroides 

sσrg，σ'ssum hem伊勾イ~um

S. muticum 

S.σmmophi/um 

S. patens 

S. yendoi 

S. gigσnteifolium 

S. okamufiσe 

S. pi/u/iferum 

S. ringgo/dianum 

S.mσcroc，σ".pum 

S. sl万quσstrum

S. micr，σcσnthum 

S. nipponicum 

S. horneri 

S. dup/iヒσtum

S. thunberglI 

S. crispifo/ium 

S. Yσmσmotoi 

田林
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Fig・3.Vertical distribution of each speci田 ofsargassaceous algae in Suruga Bay. Thick lines show the depth whe目白erelative abundance was 
observed目

方，Sargassum亜属のコプクロモク Sargassum

crispioliumやフタエモク S.dupJicatumは，南伊豆海域

に多くみられる。この海域は冬季でも表面水温が15"C

以上を示すことから (Fig.2)，これらのホンダワラ類

は，黒潮暖流の勢力下に生育する南方系の種 (Yamada

1955)であることが，本調査によってもうかがわれた。

一般に，ジョロモク，タマナシモク Sargassum

nipponicum ，オオパモク S.ringgoldianum ， トゲモク，

コプクロモク，オオバノコギリモクは，外洋に面した

比較的波浪の強い岩盤地帯で局部的に多くみられた。

一方，イソモク，ヤツマタモク，マメダワラ S.

piluliferumは，とくに内湾部や入江，小島の陰などの

波浪の弱い所で多く見受けられた。従来の報告による

と，ジヨロモク，タマナシモク，オオパモク，オオパ

ノコギリモクは外洋的性格が強い種であり(谷口

1961，佐々田ら 1975，斉藤 1980)，ヤツマタモク，マ

メダワラは内湾的性格が強い(吉田 1961，佐々回ら

1975，斉藤 1980)とされており，本研究による調査
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結果と一致する。ただし，これらの報告の中で，マメ

ダワラは波の強い所に優占し(吉田 1961)，イソモク

(谷口 1961，佐々田ら 1975，斉藤 1980)やヤツマタ

モク(斉藤 1980)は，いずれも外洋的性格が強いと

指摘されており，これらの点に関しては本調査結果と

一致しない。

ガラモ場は同湾内では，低潮線付近より水深約6m

の範囲に多くみられ，その主要構成種はヤツマタモク

とマメダワラである。水深6m以深になると，個体数

は水深と共に急激に減少していく傾向が見受けられ

た。またガラモ場の多い海域は，ホンダワラ類の種数

の最も多い (Table2)南伊豆海岸域であった。

ガラモ場内における下草の種として，緑藻植物のア

ナアオサ Ulvapertusa ，ホソジュズモ Chaetomorpha

crassa，褐藻植物のウミウチワ Padinaar加'Tescens，ア

ミジグサ Dictyotadichotoma ，ヘラヤハズDictyopteris

prolifera，フクロノリ Colpomeniasinuosa，カジメ

Ecklonia cavaの幼体，ワカメ Undariapinnatifidaや紅藻

植物のマクサGelidi四 elegans，石灰藻類，フシキント

キ Carpopeltisarticulata ，ツカサアミ Kallymenia

perforata，オゴノリ Gracilariaasiatica，カバノリ

Gracilaria texω1m，ツノマタ Chondrosωella加s，ソゾ類

Laurencia spp. などが比較的多く観察された。

つぎに，湾内の各地点で得られた資料に基づき，ホ

ンダワラ類各種の垂直分布を Fig.3に示した。同一種

でも地点により生育深度は異なるが，ここでは湾内に

おける各種の生育深度の範囲を一括して表した。それ

によると，全種中マメダワラが最も深所まで生育して

おり，松崎町の岩地では水深約16mまでみられた。次

いでヨレモクモドキ，ノコギリモクが松崎町の雲見

で，コプクロモクが西伊豆町の黄金崎において比較的

深所の水深約8mまでみられた。その他の種類はほと

んどが5m以浅の浅所に生育する。

マメダワラの垂直分布に関しては，吉田(1961)は

九州西岸の牛深湾では水深0.5-6.5mの範聞に生育す

るとし，梅崎・有山(1981)は若狭湾小泊で水深2-

5m，山田・谷口(1977)は能登飯田湾で1-13mの範

囲に生育するとしている。これらの報告と比較する

と，駿河湾では九州西岸や日本海側とくらべやや深所

まで生育することがわかる。ノコギリモクは北九州津

屋崎で水深2-9m (Yosida et al. 1963)，九州西岸牛深

湾では0.5-6.5m (吉田 1961)に生育しており，本研

究結果とほぼ一致する。しかし能登飯田湾では水深 1

-13m (山間・谷口 1977)，若狭湾小泊で1-14m (梅

崎・有山 1981)とされており，駿河湾にくらべ日本海

側ではさらに5-6m深所まで生育する。ヨレモクモ

ドキは一般に低潮線から水深5mの範囲に生育する

(Yoshida 1983)としており，本研究結果とほぼ一致す

る。アカモクは一般に水深 1-5m (新崎 1964)とされ

ているが，津軽半島竜飛崎付近では10-2伽(能登谷

1988)まで見られる。オオパモクは一般に水深 1-5m

(新崎 1964)，北九州津屋崎で0.5-3m (Yoshida et al. 

1963) ，能登飯田湾で0.5-5m (山田・谷口 1977)， 

若狭湾小i自で1-5m(梅崎・有山 1981)に生育すると

それぞれ報告されている。オオパノコギリモクは水深

2-5m，タマナシモクは 1-3m，フタエモクは 1-

2m (新崎 1964)とされており，またトゲモクは能登飯

田湾で1.5-3m (梅崎・有山 1981)，津軽半島竜飛崎

付近で2-1伽1 (能登谷 1988)，ウミトラノオは京都

府舞鶴で低潮線上0.2-水深0.3m(Umezaki 1974)に

みられるとそれぞれ報告されている。

これらの種のなかで，アカモクとトゲモクをのぞく

と，オオパモクをはじめ，オオパノコギリモク，タマ

ナシモク，フタエモクやウミトラノオの生育深度は，

いずれも本研究結果とほぼ一致した。一方ヤツマタモ

クは，九州西岸牛深湾で水深0.5-6m (吉田 1961)，北

九州草壁屋崎で 1-7m (Yoshida et al. 1963)，若狭湾小

泊で2-5m(梅崎・有山 1981)に生育しており，本

研究結果と一致するが，能笠飯田湾では水深1-13m

(山田・谷口 1977)とされており，駿河湾にくらべ約

7mほど深所まで生育している。ジョロモクは新崎

(1964)によると，低潮線付近~水深2mに生育すると

されており，本研究とほぼ一致するが，安芸灘黒島で

最大4.5m(高場・溝上 1982)，能登飯田湾では水深3

-9m (山田・谷口 1977)の範囲に見られ，駿河湾の

ものにくらべかなり深所まで生育している。ヨレモク

は九州西岸牛深湾では水深0.5-1.5m (吉田 1961)に

みられ，本研究とほぼ一致するが，安芸灘黒島では最

大4m(高場・溝上1982)，能登飯田湾では水深1-5m

(山田・谷口 1977)，北九州津屋崎で0.5-6m (Yoshida 

1983)，津軽半島竜飛崎で2-20m (能登谷 1988) と

されており，一般に日本海側では深所まで生育してい

る。イソモクは新崎(1964)によると水深1-5m，九

州牛深湾ではo-2m(吉田 1961)，若狭湾小泊では1m

以深(梅崎・有山 1981)に生育するとされており，本

研究結果とほぼ一致する。エンドウモクは九州牛深湾

では水深1m前後に生育する(吉田 1961)とされてい

るが，本研究では水深6m近くの深所までみられた。

以上のように，駿河湾に産するホンダワラ類の中

で，マメダワラは日本海や九州西岸のものにくらべ深
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所までみられ，これとは逆にアカモク，ノコギリモク，

ヤツマタモク，ジョロモク，ヨレモク，トゲモクは，日

本海側のものより浅所に生育することが明かとなっ

た。このようなホンダワラ類の生育場所による垂直分

布の相違は，波動の影響 (Yoshidaet a1.1963，佐々田

ら1975，今野・中嶋 1980，今野ら 1985，太田・二宮

1990)のほかに水温，透明度，着生基盤などの要因が

関係しているものと考えられる。

ところで，これらホンダワラ群落は，駿河湾におい

ては一般に水深6m以深ではマメダワラを代表とする

単一種からなる群落を形成する場合が多いが，水深

6m以浅になると主としてヤツマタモクを優占穫とし

た複数の種が混生してガラモ場を形成する場合が多

い。また，このようなガラモ場は，海中林を形成する

他の大型海藻類と隣接してみられるのが一般的であ

り，他の大型海藻類と混生してみられる例はあまり見

当たらない。そこで，駿河湾内におけるホンダワラ類

以外の他の大形海藻・海草類の分布状況についてなが

めてみると，おおよそ次のように要約される。

西伊豆海岸域においては，一般にアラメ Eisenia

bicyclis .カジメ群落が多く見受けられる一方，南伊豆

町の中木，石部地先や松崎町の岩地地先などの内湾部

の水深2~ 10mの範囲で，アマモ Zosteramarina ，コ

アマモ Zosterajaponicaを中心としたアマモ場が局所的

に点在し，わずかではあるがコアマモ群落の下部にウ

ミヒルモ Halophilaovalisが出現する。このほか波当

たりの弱い場所ではアントクメ Eck1oniopsisradicosaが

点在するか，もしくは群落を形成する。内浦湾におい

ては，湾口部の大瀬111奇を中心とした波の静かな内湾部

で，良く発達したアマモ場が水深 1~7m の範囲でみ

られる(塩原・鈴木 1985)。また同湾内周辺各地と淡

島周辺部ではアントクメがみられる一方，淡島周辺の

みではあるがヒロメ Undariaundarioidesが分布する。

一方，駿河湾奥部の海域においては，由比~興津海岸

域で水深3~5m付近にアラメ海中林が発達しており，

このほかカジメが稀にみられる。駿河湾西部海域にお

いては，由比・興津から静岡市用宗海岸の水深3~6m 

付近にアラメ，カジメが海中林を形成し，用宗以南の

御前崎海岸一帯においては，サガラメ Eiseniaarborea 

海中林が広くみられる(林田 1991，1996)。また御前崎

海域では，水深7m以浅で良く発達したサガラメ海中

林が，また水深7~ 14mの範囲でカジメが濃密な群落

を形成する。このほかエピアマモ Phyllospadixjaponica 

がホンダワラ類と混生し，点在してみられる。

林田

終りに，本稿の校関と稜の同定を賜わった北海道大

学名誉教授吉田忠生博士に深甚な謝意を表する。本研

究は 1975~ 76， 1980 ~ 82および1984年度の本学部

水産学科の卒業研究として行われたもので，本研究に

関わった多くの卒業生諸氏に感謝申し上げる。
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